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歳
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賛
成
＝
自
民
党　

公
明
党

　
　
　

練
馬
未
来　

都
民
フ
ァ

　
　
　

蒼
風
会　

練
民
会

反
対
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共
産
党　
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憲
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◇
令
和
元
年
度
練
馬
区
公
共
駐
車

場
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◇
区
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認

に
つ
い
て
（
令
和
２
年
度
練
馬

区
一
般
会
計
補
正
予
算
）

令
和
２
年
度
練
馬
区
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
179
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
令
和
２
年
８
月
18
日
に
専

決
処
分
し
た
た
め
、
同
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
議
会
に
報
告

し
、
承
認
を
求
め
る
。

補
正
額
８
億
526
万
５
千
円

計
３
千
625
億
９
千
872
万
５
千
円

◇
練
馬
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

国
か
ら
の
通
知
を
踏
ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
被
保
険
者
等
に
対
す

る
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
つ
い

て
、
適
用
期
間
を
延
長
す
る
。

◇
練
馬
区
立
区
民
農
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例　

南
田
中
四
丁
目
区
民
農
園
の
拡

張
に
当
た
り
、
当
該
農
園
の
位

置
の
規
定
を
改
め
る
と
と
も
に
、

石
神
井
台
二
丁
目
区
民
農
園
（

石
神
井
台
２

－
19
）
を
新
設
す

る
。

◇
練
馬
区
医
薬
品
、
医
療
機
器
等

の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
事

務
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
が
管
理
す
る
特
別
区
道

の
構
造
の
技
術
的
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例道
路
構
造
令
の
一
部
改
正
を
踏

ま
え
、
自
転
車
通
行
帯
に
係
る

規
定
を
新
た
に
設
け
、
そ
の
設

置
要
件
を
定
め
る
ほ
か
、
自
転

車
道
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設
置
要
件
に
設
計
速
度

に
係
る
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新
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に
加
え
る
。
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な

ら
び
に
学
校
薬
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す
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す
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に
つ
い

て
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つ
い
て
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築
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築
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つ
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て
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計
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公
園
の
事
業
化
に
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て

◆
陳
情
第
30
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石
神
井
公
園
駅

南
口
再
活
性
化
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

◆
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31
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都
市
計
画
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助
232
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線
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と
石

神
井
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続
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て
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４
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画
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助
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線
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止
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石

神
井
公
園
駅
南
口
西
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再
開

発
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業
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求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

◆
陳
情
第
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石
神
井
公
園
駅

南
口
西
地
区
再
開
発
事
業
に
つ

い
て

◆
陳
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石
神
井
公
園
駅

南
口
西
地
区
再
開
発
事
業
に
つ

い
て
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石
神
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公
園
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南
口
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地
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発
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練
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請
願
・
陳
情
の
要
旨
は
、
区
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

可
決
・
認
定
・
承
認
し
た
も
の

可
決
・
認
定
・
承
認
し
た
も
の

本
会
議
で
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
◆
印
で
表
示

し
、賛
成
、反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

議
決
し
た
議
案

議
決
し
た
議
案

本　　会　　議

請
願
・
陳
情

本
会
議
で
賛
否
の
分
か
れ
た

陳
情
に
つ
い
て
は
◆
印
で
表
示

し
、賛
成
、反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
会

派
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

結
果
の
で
た

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

結
果
の
で
た

結
果
の
で
た

採採

択択

不不

採採

択択

　令和元年度練馬区後期高齢者医療会計歳入歳出決算における後期
高齢者医療保険料の還付について、本来、歳出科目から支出すべき
ところを歳入科目から支出する、不適切な会計処理を元にした数値
の決算が、議会に提出された。
　監査委員からの指摘を受けて判明したものであり、既に出納閉鎖
後で、修正処理が出来ないまま決算が提出されたことは、誠に遺憾
である。
　また、この事案は、会計事務に関する職員の初歩的な認識不足や
組織的な事務管理体制の不備等に起因するものであり、職務に対す
る緊張感が不足しているものと言わざるを得ない。

　幸い、納付者たる区民や保険者である東京都後期高齢者医療広域
連合への影響はなかったものの、区の会計事務の信頼性、区の信用
を大きく損なうこととなった。
　本来、令和元年度練馬区後期高齢者医療会計歳入歳出決算は、不
認定としてしかるべきものであるが、執行機関に反省を促し、より
強固な体制へとつなげる観点から認定したものである。
　とりわけ会計事務の年度管理における職員の意識の向上と適正な
事務処理の徹底、組織としてのチェック体制の見直し、予算の執行
管理の強化など今後このようなことが二度と生じないよう万全を期
すことを強く求める。
　以上、決議する。

令和２年10月16日
 練馬区議会

付 帯 決 議 第三回定例会で可決しました。

● 議案第83号令和元年度練馬区後期高齢者医療会計
　歳入歳出決算の認定に関する付帯決議 
 （提出 :決算特別委員会）


